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（方法）腸炎モデルマウスの作製には C57BL/6J マウスを⽤い、4%デキストラン硫酸ナトリウム溶液を 1
週間⾃由飲⽔させて炎症期モデルを作製した。その後 2週間通常⽔を⾃由飲⽔させ回復期モデルを作製し
た。炎症期と回復期のそれぞれにおいて、⾎清 C1q 値と⼤腸組織における C1q 発現を酵素免疫測定法





（結果）ELISA で測定した⾎清 C1q 値は回復期で有意に増加していた。qPCR と WB で評価した C1q の
mRNA発現とタンパク発現は、炎症期、回復期ともに増加していた。C1qの免疫組織染⾊にて⼤腸組織の
C1q 発現は、炎症期および回復期ともに認められた。興味深いことに、C1q 発現細胞は F4/80 陽性のマク
ロファージであることが免疫組織染⾊で証明された。さらには、β-カテニンのmRNA 発現とタンパク発
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デルを用いて、腸管粘膜の再生における補体 C1q と Wnt シグナルの関与につい
て、飲水開始後の炎症期と回復期で検討したものである。 
対照群と比較した結果、ELISAで測定した血清 C1q 値は回復期で有意に増加
し、qPCR と WB で評価した C1q の mRNA 発現とタンパク発現は、炎症期、回
復期ともに増加を認めた。C1q の免疫組織染色にて大腸組織の C1q 発現は、炎
症期および回復期ともに認めた。また、Wnt/β-カテニンシグナル伝達経路にお
けるβ-カテニンの mRNA 発現とタンパク発現は、炎症期で減少し回復期で増
加を認め、Lgr-5 の mRNA 発現と Ki-67 の発現も炎症期で減少し回復期で増加
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